
今
こ
そ
義
農
精
神
と
向
き
合
う
と
き

　

享
保
17
（
１
７
３
２
）
年
に
義
農
作

兵
衛
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
２
９
０
年
余

り
。
義
農
作
兵
衛
の
時
代
と
比
べ
、
今

の
時
代
は
、
文
明
や
技
術
が
格
段
に
進

歩
し
、
物
は
豊
か
に
、
生
活
も
便
利
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
は
希
薄
に
な
り
、
価
値
観
は

大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、「
自
分
の

こ
と
よ
り
、
人
の
た
め
に
」
と
い
う
「
利

他
」
の
心
を
持
ち
、
人
を
思
い
や
る
義

農
精
神
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
義
農
祭
で
田
中

町
長
は
、「
義
農
精
神
は
『
ま
ち
の
未
来

を
思
い
や
る
育
み
の
心
』。
こ
の
精
神
を

受
け
継
ぎ
、
人
も
ま
ち
も
豊
か
に
育
つ

よ
う
全
力
で
取
り
組
み
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

広
が
る
義
農
精
神

　
「
第
２
回
松
前
町
義
農
大
賞
」
に
は
、

全
国
か
ら
１
４
０
件
も
の
応
募
が
あ
り
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
e
ワ
ー
ク
愛
媛

が
大
賞
を
受
賞
。
町
内
の
個
人
・
団
体

が
対
象
の
「
地
域
功
労
賞
」
は
、
重し

げ

松ま
つ

賀か

代よ

子こ

さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。
審
査

委
員
長
を
務
め
た
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
氏

は
、「
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
活
動
し
て
、

義
農
精
神
を
全
国
に
、
世
界
に
広
め
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

1_ 献花する田中町長（義農祭）　2_ 大
盛況の餅まき（義農祭）　3_ 息の合った
義農太鼓を披露（義農祭）　4_ 義農大賞
を受賞した難波江さんが活動への思いを
語る（義農大賞表彰式）　5_ 田中町長か
ら地域功労賞を授与される重松さん（義
農大賞表彰式）

特 集 誰かのために

義農作兵衛の像

1 2 3

4 5

　享保の大飢
き

饉
きん

のとき、後世に麦種を残すため自らの命を犠牲
にして亡くなった「義農作兵衛」。
　４月 23日、義農作兵衛の遺徳をしのぶ「義農祭」と他者を思
いやる心にあふれ、義農精神を体現する活動を行っている個人・
団体の功績を表彰する「第 2回松前町義農大賞表彰式」が開催
されました。
　この「義農祭」と「義農大賞」を通して、私たちにもできる
ことはないか、考えてみませんか。　特定非営利活動法人 e ワーク愛媛

代表　難
な

波
ば

江
え

　任
つとむ

　さん

新居浜市を中心に、働くことに
困難を抱えている若者の自立支
援やフードバンク事業など、さ
まざまな分野での活動を 20 年
以上継続している。

義農大賞 interview

― 義農大賞を受賞した感想は？
　身に余る光栄です。大変ありがたく思っています。今までの活
動を認めてもらえたことがとてもうれしいです。

― どのような活動をしていますか？
　平成 15 年から、ニートや引きこもりの若者への支援を始めまし
た。現在は、働くことに困難を抱える若者などを対象とした宿泊・
通所型支援とアウトリーチ（訪問支援）を併用して、自立支援を行っ
ています。また、このような困難を抱える若者の背景にある貧困問
題にアプローチし、社会体験の場を創出することを目的に、平成 24
年から県内初のフードバンク事業を開始しています。集まった食品
は、県下全域のこども食堂などに提供し、活用されています。

― 今後の目標は？
　活動を続けられているのは、協力してくれる皆さんのおかげ。
これからも地域の皆さんの共感を得ながら、事業を続けていける
よう頑張っていきたいです。

重
しげ

松
まつ

　賀
か

代
よ

子
こ

　さん＝出作＝

「伊予地区精神保健ボランティ
アグループしおさい」を立ち上
げたメンバーの一人。精神保健
分野以外にも高齢者サロンの活
動などに尽力している。

地域功労賞 interview

― 地域功労賞を受賞した感想は？
　受賞の連絡を受けて驚きましたが、とてもうれしかったです。活
動を長く続けることができたのは、しおさい会員の協力のおかげ
です。感謝しています。

― どのような活動をしていますか？
　平成 9 年に「伊予地区精神保健ボランティアグループしおさ
い」を立ち上げ、精神障がい者の社会参加と自立が少しでも促さ
れるよう心の交流を深めることを目標に、バーベキュー、クリスマ
ス会、わくわく交流会の開催や事業所支援の活動を行ってきまし
た。当事者の皆さんの笑顔を励みにして、地域の皆さんに精神障
がいのある人たちのことを理解していただけるよう、地域への橋
渡し役として活動を続けています。

― 今後の目標は？
　今後も、精神障がいのある皆さんと心の交流をしながら、楽し
く元気に活動を続けていきたいと思っています。
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余
っ
て
い
る
食
品
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご
協
力
を

義
農
大
賞
を
受
賞
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
e
ワ
ー
ク
愛
媛
が

取
り
組
ん
で
い
る
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
」。

皆
さ
ん
の
お
う
ち
で
食
べ
き
れ
な
い
食
品
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
」
食
品
を
「
思
い
や
り
」
の
こ
も
っ
た
食
品
に
―
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
」食
品
が
た
く
さ
ん

　
「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ

る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品
の
こ
と
。
愛

媛
県
が
令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
食
品

ロ
ス
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
県
の
食
品

廃
棄
物
の
年
間
発
生
量
（
推
計
）
は
、

19
・５
万
ト
ン
。
そ
の
う
ち
、約
26
・４
％

に
当
た
る
約
５
・１
万
ト
ン
が
食
品
ロ
ス

量
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
品
ロ
ス

の
う
ち
、
約
60
％
に
当
た
る
約
３
・１
万

ト
ン
が
家
庭
系
食
品
ロ
ス
、
残
り
の
約

40
％
に
当
た
る
約
２
万
ト
ン
が
事
業
系

食
品
ロ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
（
上
の
グ

ラ
フ
参
照
）。

　

家
庭
で
食
品
ロ
ス
が
発
生
す
る
原
因

は
、
食
品
の
買
い
過
ぎ
や
長
持
ち
し
な

い
保
存
方
法
に
よ
る
廃
棄
、
作
り
過
ぎ

や
好
き
嫌
い
に
よ
る
食
べ
残
し
、
調
理

技
術
の
不
足
な
ど
で
食
べ
ら
れ
な
い
部

分
を
過
剰
に
除
去
す
る
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に

　　

食
べ
物
が
不
足
し
て
困
っ
て
い
る
貧
困

家
庭
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
食
べ
物
を
無

駄
に
し
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
食
品

ロ
ス
に
よ
り
、
ご
み
の
焼
却
時
に
発
生
す

る
二
酸
化
炭
素
に
よ
る
環
境
問
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
食

品
を
買
い
過
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
。
買

い
物
に
行
く
前
に
、
冷
蔵
庫
な
ど
に
あ

る
食
品
の
消
費
期
限
や
賞
味
期
限
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
何
が
必
要
な
の
か
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
必
要
な
と
き
に
必
要

な
量
だ
け
購
入
す
る
と
買
い
過
ぎ
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
食
べ
残
し
を
減
ら
す
た
め
に

料
理
を
作
り
過
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
で

す
。
家
族
の
予
定
や
体
調
を
把
握
し
て
、

１
回
の
食
事
で
食
べ
き
れ
る
量
を
意
識

し
て
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

ど
う
し
て
も
食
品
が
余
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご
協
力
を
。

町
内
で
は
、
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
の

食
品
館
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
松
前
北
川

原
店
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ナ
ー
（
寄

付
受
け
付
け
ボ
ッ
ク
ス
）
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

「もったいない」食品を
「思いやり」のこもった食品に。

誰かのために
できることから始めましょう。

フードバンク・フードドライブって？

　フードバンクとは、食品を取り扱う企業

などからまだ安全に食べられるのに捨てら

れてしまう食品を引き取り、福祉施設など

へ無料で提供する団体や活動のこと。　　

　フードドライブとは、家庭で余っている食

品を持ち寄りフードバンク活動団体を通じ

て福祉施設などに寄付する活動のことです。

※愛媛県食品ロス削減推進計画より作成

【愛媛県の食品ロス発生状況】

約5.1万トン

食品ロス量

食品製造業
　   14％

食品卸売業
　   1％

食品小売業
　   14％

外食産業
　11％

60％

家庭系
食品ロス

フードドライブの流れ

家　庭 小売店・
関係団体など

フードバンク
活動団体

子ども食堂・
福祉施設など

松前町社会福祉法人連絡会
の地域食堂 「まさきっちん」
で活用されることも

　   寄付できる食品
□　穀類　（米、小麦粉、乾麺など）
□　保存食品　（缶詰、瓶詰など）
□　乾物　（のり、豆、海藻など）
□　菓子類・粉ミルク・離乳食
□　飲料
　　（ジュース、コーヒー、お茶など）
□　インスタント食品・レトルト食品
□　調味料各種・食用油
　　（しょうゆ、みそ、砂糖など）

　   寄付する前に check
　①～⑤を全て満たすものは寄付できます。
①　未開封のもの
　　（包装が破損していないもの）
②　賞味期限が明記され、期限が1カ月以上あるもの
③　常温保存可能のもの
　　（冷凍・冷蔵・生鮮食品以外）
④　製造者または販売者表示のあるもの
⑤　成分またはアレルギー表示のあるもの
※　アルコール類 （みりん・料理酒は除く）や手作り
　の品は対象外です。
※　企業・団体からの寄付は、最寄りの
　フードバンク団体にお問合せを。
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